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べく経尿道的勝目光頭部電気切除術(以下 TUR -bn と略す)前後の尿流量率測定を中心に検討した。
〔方法ならびに成績〕
勝脱頚部硬化症31例に対して排尿機能検査を尿流量率測定，尿道内圧曲線の測定および交感神経 α
遮断剤 (Phentolamine 5 mg) 静注後の尿流量率測定および尿道内圧曲線の測定を中心として行なっ
た。尿流量率測定には D1 SA urological investigation system に組み込まれた 14F 40 mictiomeｭ
ter を使用し，尿道内圧曲線の測定には 14F 40 uromanometer を使用した D
1 .尿流量率測定:正常成人男子- 8 例，計 177 回の測定では最大尿流量率，平均尿流量率ともに排
尿量との聞に強い相関関係が認められた。腸脱頭部硬化症31例，計 102 回の測定では最大尿流量率，
平均尿流量率ともに正常成人男子に比較し低値をとるものの排尿量との聞には正常成人男子と同様に












3. 交感神経 α遮断剤投与前後の尿流量率曲線を検討したところ，交感神経 α 遮断剤に非常に良く
反応しほぽ正常に近い尿流量率曲線を示す症例(反応群)と全く反応しない症例(不変群)とに分類














3. 交感神経 α 遮断剤に対する反応性を検討したところ，勝脱頚部硬化症では尿流量率測定にて反















ものとの 2 群に分け得ることを明らかにした。この点は本症の分類 診断および治療法の選択に新し
い分野を開拓しうるもので評価に値いする。
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